ホーム & ライフ 
II ソリューション 

日立クッキングヒーター 

設置工事説明書 

HTW-4DD 形 / HTW-4DDS 形 


HITACHI 

Inspire the Next 

(システムキッチン用ビルトインタイプ） 

工事される方へのお願い 

この段》1»説明 a は天ぶら細.取扱祝 
明保紐窗とともに必ずお客域にお® 



安全のため必すお守りください 


股■をする前に.この股奉说明翥をよくお ft みになり、正しくエ攀をしてください • 

ここに示した注 s 寧 is は.お®いになる人や他の人々への危言や財®への ms を未然に防止するためにな内容です 
ので.必ずお守0くださし V ,衣示と1味は次のようになっていま9 


この S 示を無視して填った取り扱いをする 
と.人が死亡または麄儀を鳜う可隱性が9 
定される内 S を示しています， 


この s 示を照枳し rs つた取り扱いをする 
A と.人が啪言を ft う可能性が想定ご n る内 

s およひ物的 ms のみの発生が想定される 
内容を示します， 


絵表示の例 ^ 

A 

この記号は注患（估软■告を含む）を 
促す内容があることを舌げる b のです 
0の中や近供に H 体的な,51内容が描 
かれています • 


0 

この K 弓は Mil の行為であることを告 
げるものです M の中や近傍に a 体的 
な»止内容が描か n ています 


❶ 

この記号は行為を強制したり指示する 
内？?を s げるものです. ia の中や近傍 
に》体的な指示内容が描か n ています. 


A 轚告 

SSB エ•は、この「股!■エ寧脱明菌 J に従って*^^ 
確実に行う(ブレーカーは r 切 j にして行〇てください） 

股!■に不 M があると.漏« • 火災の原因 

霣 51 配線ェ»は、«気股嫌技術里準等問連 
する法令 • 規則等に従って必ず「法的有 a 
格者 J が行 5 

20 0V — 30A 以上の専用回路と漏*しゃ断 
器を投 ■ する mm 

このエ_をしないと.配靡部が PW5 発熟する恐れ ^ 

があ 0. «甩•火災の厢因となります- 

话 1* • 固定が不完全な明合は. 18W • 火災の®因 

アースエ事は、罨 31 投嫌技術里準等間通す A 
る法令 • 規則等に従って必ず「法的有 a 格 
者」による D« 接地工事を行う 》»r 

アース嫌はガス®.水®我. easit. 格 si のアース棟に 
瑢玫しないこと 
*« 時に*®の恐 n 

絶対に分解 • 修理 • 改造は行わない /<^\ 

充火«常動作してけがをする sn 

分解 W 让 


△注意 

トッププレートに® tf を加えない /TN 

万一ひびが入ったり割> a 熱.興常動作. v V 

嚷爾の原因 

カウンタートップの«料は* B 熱村料のものを使う 

熱设^ MfifbC 板 (JIS K 6903) またはこれと 

H 等以上のもの 

射熟 n の低い M 科を使用すると.変形•火災の原 
因にな0ます， 

劣•ニス引きのものは変色するため.使わないでく 
ださい • 

試運転中は、トップブレートや□ースター 
ドアなどの高温部に触れない 

やけどの恐れ 接居止 








設置工事をされる方へのお願い 


電気工事 


必ず電気工事士の免許をお持ちの方が行ってください《 




一は必 T 禪用 

，ヒ_夕_<こ1 
とが親»つけ 


• i •取扱说明保狃塞が©ることを確認してくださし V 


•この商品は，遇切な電気工事と投鼸がされていませんと性能が十分発揮できないばか〇か. a 熱などの危険が生じる 
頃合があ〇ますので.この設*エ®説明*をよくお轿みのうえ. aw な工事をぉ顳ぃ致します。 

気工事は，必ず「電気工寧土 j の免許をお持ちの方が行ってくだごい。 

•ェ w 完了後は.必ず r 工事完了後の®認 j を行い、お客様へご映明ください。 

•付属品の確認をしてください。 


〈専用回路の設置（単相200V) > 


でだけ t く 160 cm 以 »ir ナ aw 

< だ？ V 、 


の騰か当 t ら5いよ5にして 


• ，条例， muMi 技術基準第59条 '油匯してくださし、 

•カウンタート : 嗍嫌籲化粧板 (JIS K 6903) と冏轉以上の«熱性があるものを使用してください • 

ニス弓 I きのものは変色しますので使わないでください • 

參がシステムキッチンの金厲部と播觼する場合.建適箱の蟹中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチン 
の金■部を接触しないようにするか • または製 S の金厲部がシステムキッチンの金厲部に接触しないように取り付けて 
ください • 

•製品は水平に设■して<ださい* 

籲 ® ffl は火災予防上.可燃»との！■を B のように類して取 cm けてください • 


I クッキングヒーターは火災予防上、可®物との W を図のよラに 
籌して位震してください。 


I 左記寸法がとれない壩合には.不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください。 


[消防法•墨瀑邇合組込形] 


役®するときは、火災予防条例に里づき、 
必ず可燃物との離隔距蘼を守る 

期限距*が近いと火災の撖因 

霣源霣姊およびアース W は、プラグを外し 
て面結しない 

JI {帘やショートによる®期発火の莳因 


△ぉ願ぃ _ 

〇 プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが 
付雇していないことを播 K し、ガタのない 
よう根元まで確裏に差し込む 

. I ほこ9が付層したり.播玦が不充全な期合.》電 

/ON や火災の两因 


一用のコンセントは規格で次のようなものが橡準品となっていますので.事的にこ•確認の上.段臛してください。 


幹練の太さ 


コンセントの形状 

02 . 6mm 

• 

_相 200 V 用（接地付） 250 V - 


設置場所の確認 


本体〇 


□ー スターとの 

内的使用はてせん. 


—=•ハ- 

て） 〇て) 


左ヒーター (3000W> 
mi 


トツフフレー 


よ j レ-パー 


各部のなまえ 

















































IS ^ 必ずブレ-力-をしゃ断して: w を行ってください。 



プラグを差し込む 


カウンタートップに本体の的面を擇入してから全体をはめ込む 


レーバーを取り付け，本体の位■を»»する 


籲左右 MH 0 S し込み口に. JJb -/ C-<MaaM 
* し込んでください， 

• —パーとキ 1* ビネットの; SC 劃■とのす c _ 
び均一になるように本体位廳を厲》し r < ださい • 
參キ n ビネットの u 面と本体の軏而ぴ合うように. 
本体の位臛を«節してください • 


•13 め込み W は.们血の操作パネル PE をカウンター 
トップに当て®いように注章して<ださい， 

( fl がつく劚因） 

• Wfl コードをとキ1•ビネットの||に»3： 

なし从うご注靡くだ2?し、 

參カウンタートップと辜«のトッフプレートの 
す CM か tKH こ《いことを WIB して< ださい,. 

乃ウンタートップが反つているなどです 5 B 
がある場 A は刑光のボウスイテープ 

( HTC -4 CB 031 メー乃-角 tftt / 
格 525 R (税込, 2002¢9月*!！在” /vj 

すを贏いでください • {ハ 

(水灌入昉 it のため） / 


断面図 


#体の的！！ 

♦膨らみに鑛〇上げなし沾3 
フラツト » ct ? ツトし r < 







參 ifflm をする的に受皿内®.トッププレートの±1こ■包科びないことを必ず SH 2 してください, 
參 J 98 ■工事終了 ». 次の手_で Slffi してくだ亡ぃ《 


B ロースタードアのテープ止めを外したか ms してぐ 
§受皿内®.トップフレート上に鏖3«がないか砸 K 

I アースエ學 （ D «« 梅 X 寧）をしましたか. 

!屬電プレーカーの»■をしましたか 


してください • 


1«漂爾任が r 攀相200 VJ で35ることを必 T 爾 ff してぐださし、 • 
(電圧買«の 《• 合は {： 6 :€表示します） 


2«スイツチを r 入 j にしてくださし、 

3 S ヒーター#たはロースター赛 f 入 J にして. 


參 M ランプが Jiwi する 
■ sz し r < ださし、 


(1>左右ヒーター （ m ヒー: 


_にコップ1*«?灌（ 10 OmL>G 
ヒーターの中央に鼴せ.ダイ 1 VI 
し. a してくだ c い • 

♦ I ■を瓤0&いと»驥しません • 


0 OmL > の水《入 n . 
. ダイヤルを霈し出 


k の:# M , テ/) MB ® 
f at 示し*ザ•しば 
f 濟とラし度す， 


イトが 》 JM 7 しトツププレート 
示が書®となり.火力 r 7 j と 


らぐすると. B 漏が 


(2) 中央ヒーター(クイックラジエント fc 
中央ヒーターのタイヤルを探し出 
r ください • 


匕-ター 

U し . BI 


r くださし\ 
* 口ースター 


:丫 


リングライトとトツププレートの火力 • 
示ランプが jmi しにヒーター 

ぴ»_し赛す • 


(3> □—スター 

f - tt キーを押しその後 
トキーしてくだ ？I 


I 本一を押しその後.□ースターのスター k •□ースターラン 
- w し r くださし u . の fau が iwt 

>5¢ヒーターとの Cl 時使用は出来*せん* f 


フと供 C かげんランプ 
します： 


•確認終了後は必ず電®スイッチを「切』にしてください。 

鲁拭運》£で付属の天ぶら鎬を使用した壩合は • 水気を十分に切り、内謂に«く食用油をぬって 

ください。（サビ R 止のため/ 
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